
（最終更新日：2026年6月1日）

<１. 卒業証明書・成績証明書について>
Ｑ1-1： 中国の大学を卒業しましたが、出身大学が卒業証明書の発行を行っていません。卒業証書・学位証書の原本が必要でしょう

か。
Ａ1-1： 出身大学が卒業証明書の発行を行っていない場合は、中国教育部が発行した書類（「教育部学歴証書電子注冊備案表」）を

アップロードしてください。また、卒業証書・学位証書も併せてアップロードしてください。

<2. GPA計算書について>
Ｑ2-1： 大学の成績証明書にGPAの記載がある場合は、「GPA計算書」のアップロードは不要でしょうか。
Ａ2-1： GPAの計算方法は大学により異なりますので、本学の入試では「GPA計算書」に記載された方法で再計算されたものを使用

します。
出身大学の成績証明書に記載されたGPAは使用しませんので、「GPA計算書」を必ずアップロードしてください。

Ｑ2-2： 出身大学の評価方法がGPA計算書に記載の方法と異なりますが、どのように計算したらよいでしょうか。
Ａ2-2： 「GPA計算書」に記載の「評語」及び「素点」に基づき、計算してください。出身大学が4段階や5段階の評語による評価を

用いている場合は、一部の評語のみで計算し、根拠資料にどのような基準で計算したかが分かるよう記載してください。

Ｑ2-3： 成績証明書に単位数のみが表示され、「評語」や「素点」がない科目はどのように扱えばいいでしょうか。
Ａ2-3： 「GPA計算書」に記載のない評価（例えば、「認定」、「合格」等）の科目については、GPAの対象に含める必要はありま

せん。

Ｑ2-4： GPA計算の根拠資料として成績証明書の写しとなっていますが、成績表でもいいでしょうか。
Ａ2-4： 根拠資料は、どのように計算したかが分かるように添付いただく資料なので、成績表でも結構です。

<3. TOEFL Score Reportについて>
Ｑ3-1： ETSから大学に複数のスコアレポートを送付した場合の取り扱いはどうなりますか。
Ａ3-1： 出願書類としてアップロードされた受験者用控えスコアレポートと同一のスコアを使用します。複数回受験した場合も受験者

用控えスコアレポートは1回分のみアップロードしてください。

＜4. 学業・人物評価書について＞
Ｑ4-1： 「学業・人物評価書」は英語で記入する必要がありますか。
Ａ4-1： 日本語または英語で記入してください。

＜5. 日本語能力試験N1 レベルの証明書について＞
Ｑ5-1： 「日本語能力試験 N1 レベルと同程度の日本語能力がある事を証明する書類」は、受け付けられますか。
Ａ5-1： 受け付けられません。出願書類として認めるものは、公益財団法人日本国際教育支援協会及び国際交流基金が実施している日

本語能力試験N1レベルの「日本語能力認定書」、または「認定結果及び成績に関する証明書」のみです。N1レベル取得者以
外は、出願できません。
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＜6. 口述試験について＞
Ｑ6-1： 口述試験はどこでどのように実施されますか。
Ａ6-1： オンラインで実施します。日時等は、一次合格者発表後、対象の方に通知します。

＜7. AAOの手続きについて＞
Ｑ7-1： 日本の大学と外国の大学とのダブルディグリープログラムで卒業する場合、AAOの手続きが必要ですか。
Ａ7-1： ダブルディグリープログラムであっても外国の大学を卒業される場合は、AAOの手続きをしてください。

Ｑ7-2： 日本の大学と外国の大学の両方を卒業しています。AAOの手続きは必要ですか。
Ａ7-2： 外国の大学を卒業されている場合は、AAOの手続きをしてください。

＜8. その他＞
Ｑ8-1： WEB出願で「研究者養成プログラム」として手続きしましたが、「高度専門人材養成プログラム」に変更は可能でしょう

か。
Ａ8-1： 出願手続き後の出願内容の変更は原則認められませんので、十分に確認した上で手続きをしてください。

Ｑ8-2： 研究計画書（研究者養成プログラム）について、参考文献も限られた3ページに書かなければなりませんか。
Ａ8-2： 用紙の追加はできませんので、参考文献も含め、3ページ以内で作成してください。各項目の枠の上下幅は変更可能です。

Ｑ8-3： 出身大学では経済学に関する科目をあまり修得していませんが、経済学に関する内容を独学で勉強しています。評価に反映し
てもらえますか。

Ａ8-3： 独学で学ばれた内容は成績証明書やGPA計算書等では確認できませんので、研究計画書・学修設計書に具体的に記入してくだ
さい。
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